
大正12年 1月 少年保護団体「共善会」創設

昭和24年 1月 旧少年院法施行、浪速少年院分院

「共善学寮」として発足

昭和28年 4月 本院に昇格し「和泉少年院」となる

昭和32年12月 短期処遇の実施

昭和56年 6月 一般短期処遇の開始

平成 4年 4月 施設名が「和泉学園」に改称される

平成12年～19年 新築工事（３期による工事）を実施

平成20年 4月 長期処遇を併設、総合型少年院となる

平成25年 5月 和泉学園本院・泉南学寮分院の体制

に移行

平成27年 6月 新少年院法施行

令和 4年 4月 改正少年法等施行

和 泉 学 園

〒599-0231

大阪府阪南市貝掛１０９６番地

電 話 072－476－5221（代表）

施 設 の し お り

一日の主な日課（和泉学園）

主な年間行事

施設の沿革

国道26号線（バイパス）「貝掛ランプ」出口より、約5分

施設案内図

南海電車「箱作」駅から、徒歩約15分（約1キロ）

車の場合

電車の場

・ ・ ・

・ ・

箱作駅

南海電車（南海本線）

国道２６号線

国道２６号線（バイパス）
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箱作駅前交差点 貝掛中 交差点
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７：００ 起 床

７：３０ 朝 食

１２：００

９：３０ 朝礼 教科指導 職業指導

１７：００

１８：００

１３：００

２１：００

２０：００

昼 食

運動・体育 特定生活指導 面接

夕 食

集会 ニュース視聴 日記記入

就 寝

余暇時間

３月 駅伝大会

卒業証書授与式

６月 バレーボール大会

９月 水泳大会

１１月 運動会

泉 南 学 寮



※画像に修正の入っていない少年は職員が演じています。

３級 ２級 １級

出

院

入

院

入院から出院までの流れ

入院時に３級に編入され、その後、２級、１級と進級します。

各処遇段階に応じた教育目標や教育内容を設定しています。

進級

審査

目標～問題性等に目を向けるとともに、改善

に向けた意欲を喚起し、自発的に取り組む

目標～自主、自律及び協同の精

神のかん養と円滑な社会復帰を

目指す

２級 １級３級

前期 後期

生活指導（個別面接、ＳＳＴ） 職業指導 教科指導 体育指導 特別活動指導

オリエンテーション・新入時教

学力テスト・読書指導

個別面接・課題作文

進路指導・特定生活指導

職業生活設計指導・資格取得 集会

役割活動

保護者との関係改善を図る指導～各処遇段階での保護者会・特別面会・保護者参加型プログラム

社会貢献活動（社会見学等）

社会復帰支援（受験外出

社会参加に必要な知識の付与（成年社会参画指導・金融教育）

資格取得

高卒認定

おおむね６．５か月

おおむね１０週間

和泉学園の概要

少年の収容定員は、１５０名です。

和泉学園・泉南学寮とも

「第１種少年院」及び「第５種少年院」です。

「第１種少年院」とは、「心身に著しい障害がない、おおむね１２歳

以上２３歳未満の少年」を収容する少年院のことをいいます。

義務教育課程Ⅰ：小学生

義務教育課程Ⅱ：中学生

社会適応課程Ⅰ

社会適応課程Ⅲ：外国人

保護観察復帰指導課程Ⅰ・Ⅱ（第５種少年院）

実施している矯正教育課程

標準的な教育期間は、おおむね１１か月で

目標～基本的な生活の仕方を

理 解し、決まりを守って生活す

る心構えを身に付ける

おおむね２か月和泉

おおむね２週間泉南

進級

審査

和泉

おおむね８週間泉南 泉南

おおむね２．５か月和泉

泉南学寮の概要

少年の収容定員は、１００名です。

短期義務教育課程

短期社会適応課程

保護観察復帰指導課程

Ⅰ・Ⅱ（第５種少年院）

標準的な教育期間は、おおむね２０週間で

実施している矯正教育課程

短期教育課程は、家庭裁判所において「短期間」又は「特

別短期間」の処遇勧告を受けた少年を収容しています。

「第５種少年院」とは、「２年の保護観察となった１８・１９歳の少年

が遵守事項違反した場合」に収容する少年院のことをいいます。

※保護観察復帰指導課程の教育期間はおおむね１１週間又は２０週間です。各級の期間は和泉・泉南で設定されま


